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NPO法⼈ハピタ

2020年度
第2回 通常総会

⽇時︓2019年6⽉17⽇（⽔）12:00〜13:00
場所︓Zoom



次第
１．開会

２．理事⻑挨拶

３．議⻑選出

４．議事録署名⼈選出、書記任命

５．審議事項

第1号議案 2019年度事業報告

第2号議案 2019年度活動決算（活動計算書、貸借対照表、財産⽬録）
監査報告

第3号議案 役員選任

６．2019年度の取り組みと今後のビジョン

７．閉会



事業報告書第1号議案

拡⼤版を次ページ
以降に掲載



事業報告書（詳細①）第1号議案

１ 事業の成果

当法⼈は、学校とPTAと保護者の活動をサポートする事業を⾏い、地域全体で
⼦育てする社会を作ることによって⼦育てママの負担を軽減し、少⼦⾼齢化が進
む⽇本の社会課題の解決を⽬指す。

2019年度は初年度に4つの機能を実装したWEB版デジタルツールを本格的に運
⽤。4⽉から世⽥⾕区の学校にて、本部役員と全クラス委員計120⼈での利⽤を開
始し、無事に⼀年間事故なくPTA活動サポートツールとしての役割を果たした。
年度末には4⽉のクラス委員の⼊れ替えに備えて管理者がメンバーの⼀括削除や
承認ができる機能を追加実装した。

⼈材⾯では、エンジニアやライター、コンサルタントなど7名が新たにジョイ
ンした。
資⾦⾯では、東京コミュニティー財団や程ヶ⾕基⾦からの助成⾦、かわさき市

⺠しきんを活⽤した寄付⾦を調達した。
広報⾯では、Facebookでの発信やテレビによる取材を受けた。川崎プロボノ

部にハピタツールの販促チラシも作成いただいた。
また、PTAをハッピーにしようと改⾰や改善に取り組む各校PTA会⻑や役員た

ちへのインタビュー取材も実施した。



事業報告書（詳細②）第1号議案

２ 事業内容
（１）特定⾮営利活動に係る事業
①学校/PTA/保護者の活動をサポートするデジタルツール事業
ア デジタルツール事業

・内 容 PTA活動をサポートするデジタルツールの運⽤を開始し、⼀年
間無事に運⽤を完了。年度末には利⽤者アンケートも実施。
改善につなげていく。年度のPTAメンバー⼊れ替えに備えて、
管理者がメンバーを⼀括削除や承認ができる機能を開発、実装
した。

・⽇ 時 通年
・場 所 東京都、神奈川県
・従事者⼈員 10⼈
・対 象 者 世⽥⾕区の学校約120⼈
・費 ⽤ 額 487,502円



活動計算書第2号議案

詳細は次ページ以降で説明



活動計算書（詳細①）第2号議案

正会員⼊会⾦は1⼈5,000円×10⼈＝ 50,000円
正会員年会費は1⼈5,000円×20⼈＝100,000円

受取寄付⾦は「かわさき市⺠しきん」から70,984円
※2019年12⽉から2020年2⽉まで実施

受取助成⾦は「ファンドクリエーション基⾦」と
「程ヶ⾕基⾦」から各50,000円

⇒経常収益計＝320,984円



活動計算書（詳細②）第2号議案

←開発合宿、取材等（計15回）

←お名前.com 約2,000円/⽉
←AWS費⽤ 約30,000円/⽉
←GITHUB費⽤ 約3,000円/⽉

←ｺﾜｰｷﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ 約5,000円/⽉
←事務⽤品、各種申請書類など

⇒経常費⽤計＝630,616円

←経常費⽤計
←当期経常増減額＝-309,632円
経常収益計（320,984円）－経常費⽤計（630,616円）

つまり、2019年度の収益は -309,632円

１．事業費

２．管理費



貸借対照表第2号議案

前期繰越は
21,552円

正味財産は
-288,080円



財産⽬録第2号議案

監査報告



役員選任第3号議案

2020年度も
前年度同様、
役員は
左記の4名

個⼈情報

個⼈情報

個⼈情報

個⼈情報
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2019年度の取り組み



デジタルツール

4/13

世
⽥
⾕
区
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校

保
護
者
会
に
て
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明

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉

4⽉
・ファイル共有相⼿を帯表⽰
・MENUにマニュアルを追加

5⽉
・タイムライン表⽰数拡⼤
・宛先選択に学年を追加
・イベント出⽋のエクセルDL
・お知らせ⽂⾯の⽂字数拡⼤
・ファイルのタップ表⽰エリア拡⼤

6⽉
・お知らせとイベントの共有相⼿表⽰
・作成者⾃⾝と管理者にアイテム表⽰

4/22〜

利
⽤
者
登
録
完
了
／
運
⽤
開
始

1⽉〜3⽉

年
度
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2019年 2020年

4⽉〜6⽉

要
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を
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け
て
機
能
追
加
／
改
善

4/8

リ
リ
｜
ス

管理者画⾯
・メンバーの⼀⻫削除／選択削除
・メンバーの⼀⻫承認／選択承認

全体
・引き継ぎ⽤データ保存
・過去のイベント表⽰



⼈材募集

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉

6⽉〜

ボランティア募集サイト「Activo（アクティボ）」

5⽉

掲⽰板にて募集

11⽉

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
加
⼊

2019年 2020年

応募10名
うち3名活動中



助成⾦・寄附⾦

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉

9⽉〜2⽉

助成⾦申請

12⽉〜2⽉

寄附⾦募集︓かわさき市⺠しきん

2019年 2020年

9⽉
・ソーシャル・ジャスティス基⾦「助成公募」
・⼤和証券「ボランティア活動助成」

10⽉
・こくみん共済 coop「地域貢献助成事業」
・かながわボランタリー活動推進基⾦21「活動補助⾦」
・キリン福祉財団「キリン・地域のちから応援事業」
・⽇本財団「助成事業」
・中央労働⾦庫「中央ろうきん助成制度」

11⽉
・東京コミュニティー財団「ファンドクリエーション基⾦」

12⽉
・程ヶ⾕基⾦「男⼥共同参画・少⼦化関連顕彰事業」

不採択
不採択

不採択
不採択
不採択
不採択
不採択

50,000円

50,000円

市⺠活動団体が⾏う、川崎で今必要とされている事業を
募集、選定し、広く市⺠に訴え、寄附⾦を集める仕組み。

・募集期間
12⽉〜2⽉

・寄付額
83,510円

・寄付者数
16名

・受取額
70,984円



東急沿線のケーブルテレビ「iTSCOM（イッツコム）」
の取材を受ける。

広報

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉

10⽉〜2⽉

Facebook更新

2019年 2020年

・メンバー紹介︓加藤、星、菊地、⽊内、etc.
・インタビュー紹介︓⽶澤さん、東さん、etc
・PTAトリビア︓「アメリカ⽣まれ」「PTAとPTO」

4/1

iTSCOMテレビ取材



川崎プロボノ部

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉

10⽉〜2⽉

川崎プロボノ部によるハピタチラシの作成

2019年 2020年

プロボノ（Pro Bono）とは、「公共善のために」を意味するラ
テン語に由来する⾔葉で、「社会的・公共的な⽬的のために、
仕事で培ったスキルを活かすボランティア活動」のことを意味
する。

近年、⽇本でも、ビジネスパーソンやNPOの間で、プロボノに
対する関⼼・期待が⾼まりを⾒せている。

「川崎プロボノ部」は、「そろそろ
社会貢献やボランティアに携わりた
い」「地域との関わりも増やしたい」
という専⾨的なスキルを持った⼈たち
が市内のNPO・地域活動団体を対象に
サポートを⾏う“助っ⼈部隊”。



PTAインタビュー

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉

10⽉〜3⽉

「PTAをハッピーにしよう」と改⾰・⾏動しているいろんなPTA会⻑にインタビュー取材

2019年 2020年

Vol. name 取材⽇ 取材者 erea school
001⽶原 泰裕 10⽉1⽇加藤 東京都江東区 豊洲⻄⼩学校
002野澤俊夫 11⽉25⽇加藤 埼⽟県蕨市 東⼩学校、東中学校
003林 和弘 12⽉12⽇⻄村 東京都江東区 越中島⼩学校
004間藤⼤輔 1⽉10⽇加藤 埼⽟県越⾕市 名前出しNG（宮本⼩学校）
005東 桜⼦ 2⽉9⽇⽇吉 東京都⽇野市 ⽇野市⽴第4中学校
006櫻井励造 2⽉27⽇⾅渕 東京都⼋王⼦市 第⼗⼩学校
007池内健太 3⽉13⽇吉⽥ 神奈川県横浜市 横浜市⽴霧が丘学園

個⼈情報
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今後のビジョン



事業概要
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全国のPTAを囲い込み、
地域全体で⼦育てする社会を創るサービス

PTAを
ハッピーに︕



NPOの紹介
「地域で助け合ってPTAをhappyに」

の理念を掲げてNPO法⼈ハピタを設⽴（2018年7⽉）

「この法⼈は、学校とPTAと保護者の活動をサポートする事業を⾏い、
⼦育てママの負担を軽減することによって

地域全体で⼦育てする社会を作ることを⽬的とする。」（定款より）



事業背景
⽇本の社会課題

PTAの課題

■少⼦⾼齢化
65歳以上⼈⼝は年々増加し現在28％。2060年には40％に達する。14歳以下⼈⼝は年々減少し現在13％。2060年には10％を切る。

■⾼齢者の孤⽴化
65歳以上の⼀⼈暮らし⾼齢者は増加傾向。88万⼈（1980年）が480万⼈（2010年）となり、5年後には700万⼈（2025年予想）。認知
症の進⾏、近隣住⼈とのトラブル、孤独死などの問題につながっている。

■地域社会の崩壊
少⼦⾼齢化、核家族化に伴い、以前は活発だった近所付き合いなども都会を中⼼に希薄化している。

■働くママの増加
以前は3割だった働くママの割合は年々増加し、現在は7割を超えた（2017国⺠⽣活基礎調査）。PTAは専業主婦想定の活動が多く、委員
になると参加するために有休をとらざるを得ないという⼥性も多い。

■委員のなり⼿、リソース不⾜
働くママの増加、PTAへのイメージ悪化、⼦育ての負担増に伴い、PTA委員のなり⼿が減少する⼀⽅、PTA委員の仕事量は減らせず、リ
ソース不⾜に陥っている。

■アナログな運営
いまだに紙による連絡、平⽇昼間の集まり、封筒によるお⾦の徴収など、デジタル化が進まない。

■⼦どもにとって縦の関係（親）やナナメ上の関係（地域の⼤⼈）と過ごす時間が減少
働くママが増え、平⽇は学童に預けられるなどで親と過ごす時間が少ない。その限られた時間もPTAに駆り出される始末。
⼦どもが巻き込まれる事件増による防犯意識、近所付き合いの減少に伴い、地域の⼤⼈と接触する機会（ナナメの関係構築）も減少。



事業イメージ

地域 ママ・パパ
違う世代と触れ合う
ことができてハッピー

近所付き合い、
地域コミュニティーに
参加できてハッピー

PTAに割かれる時間が
減ってハッピー

無駄な作業が効率化
されてハッピー

⼦どもと接する時間が
増えてハッピー

⼦ども
ママと過ごす時間が
増えてハッピー

ナナメの関係が
構築できてハッピー

⽇本の社会課題

■少⼦⾼齢化
■⾼齢者の孤⽴化
■地域社会の崩壊

PTAの課題

■働くママの増加
■委員のなり⼿、

リソース不⾜
■アナログな運営
■⼦どもと過ごす

時間が少ない

PTAのデジタル化
＆

PTAの地域シェア化

ハピタは
「⼦ども」「地域」「親」を

三⽅ハッピーにする
プラットフォーム



国も号令
⽂部科学省も、地域の⾼齢者、成⼈、学⽣、保護者、PTA、NPO、⺠間企業、団体・機関等の幅広い地域住⺠等の参画を得て、

地域全体で⼦供たちの学びや成⻑を⽀えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を⽬指して、地域と学校が
相互にパートナーとして連携・協働して⾏う様々な「地域学校協働活動」を推進している。

※ホームページより



PTAツール普及⽬標

（校）

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

有料版導⼊校 10 60 160 400

有料版単価 60,000 80,000 80,000 80,000

売上 600,000 4,800,000 12,800,000 32,000,000 （円）

（円）

全国の⼩学校数︓約20,000校
（中学校︓10,000、⾼等学校︓5,000）



普及の⽬的

PTAをホワイトに︕ ＆ コロナに強いPTAに︕



連携・提携も視野

PTAツールを作成している会社との
連携・提携も検討中



PTAツール普及後の未来

PTAツール

情報
提供

個⼈情報承諾書雛形
PTA総会運営⼿引書
保護者会での説明事例PTA運営

便利情報

PTA
参考情報

地域情報
⼦育て情報

データ販売
企業ｱﾝｹｰﾄ

備品販売
写真販売

地域の
⼈材との
マッチング

地域の
業者との
マッチング

他校のPTA成功事例
PTA改⾰者インタビュー
PTA関連記事

気象庁情報
⾃治体情報

地域のイベント
⼦育て関連情報
（放課後施設など）

熱中症アラート
避難所情報/避難誘導
安否確認

地元の写真屋
地元の⽂房具PTAの地域

サポーター
ライター

⾏動データ
購買データ
意識調査

卒業記念品
スリッパ業者
カーテン業者
写真業者

地域

マネ
タイズ

￥

￥

￥

￥￥



まとめ

PTAツールで

PTAをホワイトに︕
コロナに強いPTAに︕

PTAを
happyに

⼦育て世帯がハッピーになる
サービスを提供

地域全体で⼦育て
する社会を創る

地域との
マッチング

⼦育て世帯のQOLが
向上する

ハッピーになる


